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研究成果の概要（和文）：本科研費応募時（2015年）に保険適応外や保険適応であっても実地医療での活用が進
まなかった諸がん種やがん病態に対する定位放射線治療の保険適応と実活用の拡大を目指して本研究を開始し
た。単施設では症例数が少ないためなかなか研究の進まなかったがん種について多施設での研究の結果、多くの
新知見を得ることが出来た。研究成果の学会発表や論文化により、腎がん、脊椎転移、オリゴ転移、膵癌に対す
る定位放射線治療の適応拡大が実現され、実地医療の現場での定位放射線治療適応の議論を深め、実際の症例数
が増加した。今後、定位放射線治療のさらに適切な適応拡大と活用を目指して、さらなる研究活動や啓蒙活動が
必要である。

研究成果の概要（英文）：We started this study in order to expand the indications of re-imbursement 
and roles of SRT for various cancers and disease status. By the multi-institutional studies of the 
SRT for cancers in that it was difficult to complete the research because one sole institution can 
hardly collect treated cases, we got a lot of new findings for them. According to presentations and 
publications of the study results, we have accomplished the initial purpose of this study that 
included the expansion of national medical insurance for SRT in some cancers (renal cancer, spinal 
metastases, oligometastases and pancreas cancer), deep discussion of a proper indication of SRT in 
the cancer board, and increase of SRT cases. Further studies and public awareness campaigns are 
mandatory for a more suitable indication and utilization of SRT.

研究分野： 放射線腫瘍学

キーワード： 体幹部転移放射線治療　オリゴメタスタシス　腎癌　副腎転移　リンパ節転移　膵癌　乳癌　脊椎転移

  ３版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
定位放射線治療の保険適応外とされていた諸臓器がんや特殊病態に対する定位放射線治療の治療成績を明らかに
し、科学的なエビデンス度を上げることに寄与することが出来た。腎がんが2016年に、脊椎転移・オリゴメタ
（少数個転移）、膵癌が2020年に、それぞれ保険適応となり、実地診療でも徐々に症例数が増加した。本研究班
の成果は診療報酬改定時の医療技術評価提案書に活用された。実地医療では活用頻度の低かった手術可能I期肺
がん、すりガラス様所見（GGO）を呈する肺癌、前立腺癌、肝細胞癌の定位放射線治療症例数が増加した。多診
療科横断的症例検討カンファレンスにおいて、定位放射線治療の適否を判断する材料を提供できた。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
１．研究開始当初の背景 

2004 年からは体幹部定位放射線治療が保険収載をされたが、対象臓器は悪性腫瘍としては本科研費応募時

の 2015 年時点では肺癌・肝癌・前立腺癌のみであった。一方で、その他の臓器腫瘍に対しても定位放射線治

療の良好な局所制御と高い安全性が生かされるべきと考えられ、脊椎・膵臓・腎臓・副腎・脊椎転移などに対

しても研究レベルで応用されて有用性が論文報告されていた 。我々は厚生労働省に保険適応臓器の拡大を求

めるために、日本医学放射線学会の多施設研究補助金を獲得して、有志の多施設における保険適応外臓器に対

する定位放射線治療の実態と治療成績について調査している。 

これまでに保険適応外臓器悪性腫瘍に対する定位放射線治療については国内では症例報告程度の低レベル

のエビデンスしかなく、大規模な症例データに基づく調査報告は海外も存在しない。本研究成果により保険

適応外臓器悪性腫瘍に対する定位放射線治療の有効性と安全性及び適切な照射方法が確立されれば、研究・

臨床の両面で国際的にも大きなインパクトとなるとともに、世界でもまれな超高齢化社会を迎える日本の医

療界において低侵襲な局所根治治療法を提供することで多大な社会的貢献ができると考え、本研究を開始し

た。 

 

２．研究の目的 

(1) 前立腺・腎臓・脊椎・膵臓・副腎については、前向き第 I/II 相研究としてプロトコルを作成（すでに前立

腺と腎臓については作成ずみ）し、全国の多施設で症例を蓄積する。これらの結果として、保険適応外臓

器の悪性腫瘍に対する定位放射線治療の有効性・安全性と治療実施における技術や施設の標準的な基準を

策定し、厚生労働省に保険適応を要望する。 

(2) （1）と平行して、これまで実地の判断で行われてきた様々な保険適応外臓器に対する定位放射線治療全国

データを可能な限り調査し、実態と治療成績を観察研究という形で分析する。 

(3) すでに定位放射線治療の保険適応があるがん種についても、実地での適切かつ積極的な適応判断が行われ

るように、多施設での症例データを元に解析を加える。また、これまで積極的に行われて来なかった病態

に対する定位放射線治療の文献的なレビューを行う。 

 

３.  研究の方法 

・各臓器別臨床試験：研究者の所属する施設において、それぞれの研究者の専門とする臓器または多数の症例

提供が得られると考えられる臓器別に、前立腺・脊椎・腎臓・膵臓・副腎のいずれかまたは複数臓器を担当し、

定位放射線治療の臨床試験を実施した。 

・すでに保険適応となっているがん種についても、本研究班の膨大な定位放射線治療のデータベースを元に、

従来の単施設では症例数が少なくて解析の困難だった視点で分析を加えた。 

 

４．研究成果 

   定位放射線治療を実施している国内主要 20施設が本研究班に参加し、多数の前向き・後ろ向き研究を実施

した。国内外の学会で発表や論文化を行った。 

(1) 原発性腎がんに対する定位放射線治療の多施設前向き第 II 相臨床試験（UMIN000004172）：本研究費獲得

以前から実施していた当該試験を本研究班で継続した。合計で 35 症例を登録し、現在は指定された経過

観察期間中である。（大西 洋） 

(2) 小野薬品との共同研究で開始された転移性腎がんに対するニボルマブと定位照射の相乗効果の有無を検

証する無作為比較試験（NIVOIGERCC：jRCTs031180024）を継続した。現在も症例登録中である。（大西 洋） 

(3) 山梨大学における原発性腎がんの定位放射線治療成績を検討した。平均 4年の経過観察期間中、13症例全



てが無増悪であり、腫瘍の縮小速度は非常に緩徐かつ持続性のものが多かった。（大西 洋）（Funayama S, 

Onishi H, et al. Technol Cancer Res Treat 2019;18:1533033818822329. 

(4) 肝細胞癌の定位放射線治療において、肝動脈化学塞栓療法（TACE）の併用の有無の後ろ向き研究を行った。

局所制御率、生存率、有害事象とも、TACE 併用の有無で有意差は認められなかった。（木村智樹） (Kimura 

T, et al. Technol Cancer Res Treat 2018 Jan 1;17:1533033818783450.) 

(5) 43 症例の I期小細胞肺癌の定位放射線治療成績をまとめた。2 年局所制御率は 80%であったが領域リンパ

節転移や遠隔転移が多く無増悪生存率は低かった。化学療法の併用が重要と考えられた。（塩山善之）

（Shioyama Y, Onishi H, et al. Technol Cancer Res Treat 2018;17:1533033818783904.） 

(6) I 期非小細胞肺癌の定位放射線治療の後ろ向き研究において、登録症例数は 2500 を超え、様々な分析を行

った。特に重要な発表として、手術症例群にほぼ相当すると考えられる 75 歳以下で全身状態良好な組織

確定された症例群 252 例の予後を分析したところ、5 年生存率が 78.9%と報告されている手術成績にほぼ

匹敵するものであった（世界肺癌学会で報告、現在論文作成中）。（大西 洋） 

(7) 保険外臓器に対する観察研究：77 症例（リンパ節 17 例、副腎 13 例、骨（非脊椎）：9 例、膵臓 8 例、

前立腺 6 例、腎臓 4 例、脊椎 4 例、その他 14 例）の登録があった。2 例の Grade5 を含む Grade3 以

上の 2 年晩期有害事象発生割合が 6.5%で、特に消化管障害が目立って多く見られ、消化管の線量制

約の見直しが必要と考えられた。（小宮山貴史）2021 年日本放射線腫瘍学会発表予定 

(8) 肺オリゴ（少数個）転移に対する定位放射線治療のシステマティックレビューとメタ分析を行った。大腸

癌からの肺転移は他癌からの肺転移より定位照射後の局所制御率が悪かったが、線量を増加させると局所

制 御 が 向 上 し て い た 。（ 神 宮 啓 一 ） ( Jingu K, et al. Technol Cancer Res Treat 

2018;17:1533033818794936.) 

(9) 肺癌に対する定位放射線治療後の局所再発または領域リンパ節再発に対する救済的再定位照射について

のシステマティックレビュー：比較的安全に実施されているが、適正な適応選択と線量処方や線量制約や

については大規模研究が必要である。（松尾幸憲） (Matsuo Y, et al. Technol Cancer Res Treat 2018 

Jan 1;17:1533033818798633.) 

(10) 乳がんに対する非切除根治的放射線治療（全乳房照射後の定位放射線治療による局所ブースト治療）の前

向き研究。8症例が登録され、良好な局所制御と生存率が得られた。（芝本雄太）(Shibamoto Y, et al. 

Technol Cancer Res Treat 2018;17:1533033818799355.) 

(11) 諸がん種に対する定位放射線治療の現状について概観したものを論文化した。（芝本雄太、大西 洋）

(Shibamoto Y, Onishi H. Technol Cancer Res Treat 2018 Jan 1;17:1533033818800497.) 

(12) リンパ節転移に対する定位放射線治療の文献レビュー：様々な原発癌からのリンパ節転移に対する定位放

射線治療の論文をレビューした。適切な病態選択のためにさらなる臨床研究が必要である。（松下春雄）

(Matsushita H, et al. Technol Cancer Res Treat 2018 Jan 1;17:1533033818803597. 

(13) 脊椎転移に対する定位放射線治療： 131 人 134 部位の脊椎転移に対する定位放射線治療成績の後ろ向き

研究。1年局所制御率 72.3%、1年疼痛緩和率 79.5%であったが、大腸癌からの転移では効果不良であった。

（伊藤慶）(Ito K, et al. Karasawa K, et al.Technol Cancer Res Treat 2018;17:1533033818806472.) 

(14) 肺癌定位放射線治療後の局所再発後の胸腔鏡下手術（VATS）の安全性や有効性の評価：肺癌定位放射線治

療後の局所再発に対して VATS を施行された 8症例の後ろ向き研究。初回手術としての VATS よりやや安全

性は劣るが救済治療として考慮されて良いとの結論。手術可能症例の初回治療として定位放射線治療の妥

当性を支援する結果と考える。（小久保雅樹）（KokuboM, et al. Technol Cancer Res Treat 2018 Jan 

1;17:1533033818807431.） 

(15) 副腎転移に対する定位放射線治療：12人 13 部位の後ろ向き研究。Real-time tumor tracking system を

用いた場合は局所制御良好（1 年で 100%）であったが、他の照射装置では良好とは言えなかった（1年後



50%）が、両者の間に生存率の有意差は認められなかった。（加藤徳男）（Katoh N, Onishi H, et al. Technol 

Cancer Res Treat 2018;17:1533033818809983.） 

(16) 肺すりガラス上結節（GGO）所見を呈する肺癌に対する定位放射線治療：GGO 所見を呈する肺癌（組織未確

定を含む）84 症例に対する定位放射線治療の後ろ向き研究。中間観察期間 33ヶ月で、局所制御率は 100%

で、手術可能か否かによらず、無再発生存率は非常に両行であった（大西洋） （Onishi H, et al. Journal 

of Radiation Research 2020; 61: 426–430） 

(17)骨転移を伴ったホルモン感受性前立腺癌に対する定位放射線治療を含めた放射線治療の有効性を評

価した。JROSG 泌尿器腫瘍グループ、大西班の共同研究として、日本放射線腫瘍学会の許可を得て、

放射線治療専門医 1013 名にアンケートを 2017 年 12 月 12 日に送付した。2018 年 1 月 9 日締め切り

にて 373 名(36.8%) より回答を得た。「骨転移を有する前立腺癌に、生命予後の改善を期待して放射

線治療を実施したことはあるか？」との設問に対して、67.6%が「ある」と回答した。「造骨性骨転

移を認め、骨転移以外に転移なく、ホルモン療法に感受性のある 60 才台の前立腺癌患者に対して、

保険的な縛りはなく、理想的な治療が実施できるものと仮定してどのような治療を行うか」との設問

に対して、骨転移が一箇所の場合には、55％、骨転移が 3 箇所の場合には 24％が、前立腺および転

移部位に対して放射線治療を行うと回答した。（中村和正）（Nakamura K, et al. Jpn J Clin Oncol 

2020;50(10):1188-1194.） 

(18)腎癌に対する定位放射線治療の有効性、免疫療法との併用での安全性等を評価した。腎癌骨転移等に

対する放射線治療で、免疫療法が併用されている場合には著明に縮小する場合があり、併用療法の有

効性が示唆された。腎癌に対する定位放射線治療（原発巣、転移巣）の現状を文献的に考察した。欧

米においては腎癌原発巣に対しても定位放射線治療が行われており、それらの結果をシンポジウム、

総説として発表した。（中村和正）（中村和正. 「腎腫瘍の放射線治療」シンポジウム 5. 泌尿器科

腫瘍に対する放射線治療の新たな試み. 第 80 回日本医学放射線学会総会 横浜. 2021.4.17.） 

(19)様々な悪性腫瘍原発のオリゴ転移に対する定位放射線治療の臨床結果を後ろ向きにまとめた。40 人

の切除不能オリゴ転移を持つ 40 症例に定位放射線治療を実施した。経過観察期間中央値は 14 ヶ月

で局所再発は 1 例も見られなかった。40 症例中 20 症例で経過観察中に遠隔部位に転移が見られた。

2 年目の全生存率は 45.1％で、3年目は 36.1%だった。生存に有意に影響する因子は診断からオリゴ

転移検出までの期間（2年未満対 2年以上）と原発腫瘍の位置（食道対その他）であった。グレード

3の亜急性期の副作用が１例に、グレード４の晩期副作用が 2例に見られた。（山下英臣）Yamashita 

H, et al. Mol Clin Oncol. 2020;13(2):109-114. 

(20)保険適応外の 5cm 以上の原発性肝癌 8 症例に対して行われた体幹部定位放射線治療の診療情報を収

集・集計し、その有効性・安全性を評価した。経過観察期間中央値：24 カ月，1/2/3 年全生存率：

91/61/61%，生存期間中央値 45 か月．原病死 5 例(7/15/17/18/54M)，他病死 1 例(46M)，SBRT 関連

肝不全死の報告なし（1 例のみ一過性の CPS２ポイント上昇）．局所再発を 8 例に認め，1/2/3 年局所

無増悪率：82/72/57%．中央値 15カ月で 8例に肝内新病巣が出現，1/2/3年新病巣非出現率：73/31/31%, 

1/2/3 年無増悪生存率：64/32/32%であった。SBRT は小型 HCC と同様に有用な局所療法の選択肢に

なりうると考えられた。放射線治療計画では肝照射容積，特にスペアされる残肝容積に細心の注意を

払うことが必要である。長期的な制御率は満足すべきものではなく，至適な線量分割や，併用療法・

後治療，粒子線治療との対比が今後の検討課題になる。（馬屋原 博） 

(21)定位放射線治療の実施の拡大をめざすにあたり、各施設で実際にどのような骨転移の患者に具体的

にどのような治療がなされているか把握することが重要である。骨転移に対する放射線治療のリア

ルワールドでの治療実態を調査するため、厚生労働科学研究費補助金補助金（がん政策研究事業）茂

松班の研究として、骨転移の放射線治療について前向き観察研究を実施し、大西班施設からも参加し



た。2021 年 3月末日までに 232 例の登録がなされた。現在追跡調査を実施している。（原田英幸） 

(22)定位放射線治療計画を支援する画像解析技術の開発：深層学習モデルである U-Net を用いて子宮頸

がんの肉眼的腫瘍体積（GTV）の自動抽出を行い、その精度を評価した。IB～IVA 期子宮頸がん 98例

を対象とし、MRI 拡散強調像（b値=800-1000 mm2/s）を、学習画像とテスト画像の 2つに分類後、学

習画像とテスト画像を入れ替えることで全 98 例の学習と予測を行った。2D U-Net と 3D U-Net の両

方に合計３種類の学習モデルを適用することで症例あたり 6 つの予測画像を取得した。ここで得ら

れた 6つの予測画像に重み付けを行い、各画素で合計して閾値処理を行った。この処理で得られた画

像を最終的な出力画像とし、ダイス係数を用いて教師データと比較した。深層学習により抽出した子

宮頸がんの GTV と教師データのダイス係数は 0.13～0.93(平均値 0.77、中央値 0.83)であった。ダイ

ス係数が 0.65 未満の症例には腫瘍の最大直径が 40mm 以下の症例や子宮留血腫を合併した症例、壊

死のため腫瘍内濃度が不均一な症例が含まれていた。（生島仁史）（Sasaki M, Ikushima H. Japanese 

Journal of Radiology 2020；38：1099-1107.） 

(23) I 期非小細胞肺癌に対する 10 年間の経験をまとめた。（小岩井慶一郎）（Koiwai K, et al. Technol Cancer 

Res Treat 2020;19:1533033820979163.） 

(24) 前立腺癌に対する定位照射法の確立に向けて、国内での多施設臨床試験を実施するためにアンケートによ

る現状調査を JROSG 事業として開始した。（石川仁） 

(25) 実時間MRガイド下の膵癌に対する定位放射線治療の国際多施設共同研究の進捗状況を研究班で共有した。

（稲葉浩二、伊丹純） 

(26) 限局性前立腺癌に対する根治的前立腺全摘術後の臨床的局所再発に対して、前立腺床の放射線治療後に局

所再発巣に定位放射線治療を追加することの安全性を評価する前向き臨床試験を開始した。（根本建二、

佐藤啓） 

(27) 子宮頸がんに対する根治的定位放射線治療の研究計画を議論した。（宇野隆） 

(28) 胆管癌に対する根治的定位放射線治療の研究計画を議論した。（鈴木修） 

(29) Pacific レジメにて、III 期肺がんに対する化学放射線療法後の残存腫瘍に対する定位放射線治療追加の

有用性評価の研究提案を行った。（斉藤アンネ優子） 

(30) 本研究班の最終的な目標達成度 

①科研費応募時点（2015 年）には定位放射線治療の保険（診療報酬）適応外とされていた、腎がんが 2016

年に、脊椎転移・オリゴメタ（少数個転移）、膵癌が 2020 年に、それぞれ保険適応となり、実地診療でも

徐々に症例数が増加した。本研究班の成果は診療報酬改定時の医療技術評価提案書に活用された。 

②科研費応募時点（2015 年）に定位放射線治療の保険（診療報酬）適応とされていたものの、実地医療で

は活用頻度の低かった手術可能 I期肺がん、すりガラス様所見（GGO）を呈する肺癌、前立腺癌、肝細胞癌

の定位放射線治療症例数が増加した。 

③定位放射線治療における多診療科横断的症例検討カンファレンス（キャンサーボード）において、定位

放射線治療の適否を判断する材料を提供できた。 

(31) まとめ 

本研究班の活動とその成果（学会発表や論文）により、定位放射線治療の適応拡大が実現され、実地医療 

の現場での定位放射線治療適応の議論を深め、実際の症例数が増加したことで、当初の目的をある程度達

成することができた。今後、定位放射線治療のさらに適切な適応拡大と活用を目指して、さらなる研究活

動や啓蒙活動が必要である。 
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 １．発表者名

 ２．発表標題

 ２．発表標題



2020年

2020年

2021年

2020年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

日本放射線腫瘍学会第33回高精度放射線外部照射部会学術大会

学会等名 第79回日本医学放射線学会総会（招待講演）

第61回日本肺癌学会九州支部学術集会（招待講演）

American Association of Physicists in Medicine (AAPM) Annual Meeting 2020（国際学会）

塩山善之

塩山善之

Taka-aki Hirose, Hidetaka Arimura, Kenta Ninomiya, Tadamasa Yoshitake, Jun-ichi Fukunaga, Yoshiyuki Shioyama

浅井佳央里, 吉武忠正, 松本圭司, 白川友子, 稲盛真人, 中島孝彰, 塩山善之

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

肺癌に対する放射線療法における最近の進歩～Recent developments of radiotherapy for lung cancer～

肺癌に対する放射線療法

Radiomic prediction of radiation pneumonitis on pretreatment planning CT images of lung cancer patients receiving
stereotactic body radiation therapy

大腸癌肺転移に対する体幹部定位放射線治療成績

 １．発表者名



2021年

2020年

2020年

2020年

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第33回高精度放射線外部照射部会学術大会（招待講演）

第33回日本放射線腫瘍学会学術大会（招待講演）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

井垣浩　岡本裕之　桑原潤一　稲葉浩二　西岡史絵　逆井達也　千葉貴仁　柏原大朗　高橋加奈　金田朋也　大熊加惠　村上直也　中村哲
志　飯島康太郎　勝田昭一　伊丹純

 ２．発表標題

稲葉浩二、井垣浩、大熊加惠、岡本裕之、西岡史絵、高橋彩加、高橋加奈、島聖、清水友里、柏原大朗、村上直也、中山優子、伊丹純

井垣浩，岡本裕之，桑原潤一，稲葉浩二，西岡史絵，逆井達也，千葉貴仁，柏原大朗，高橋加奈，大熊加惠，中村哲志，村上直也，飯島康
太郎，勝田昭一，伊丹純

井垣浩　西岡史絵　稲葉浩二　逆井達也　岡本裕之　桑原潤一　三浦悠記　大熊加惠　中村哲志　飯島康太郎　柏原大朗　中山優子　阿部
容久　勝田昭一　伊丹純

第12回日本放射線外科学会

第58回日本癌治療学会学術集会（招待講演）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

MR画像誘導による照射中のリアルタイム腫瘍追跡（ワークショップ 「動体追跡・追尾X線治療の最前線と今後の方向性」

膵癌に対するMRガイド放射線治療を用いた定位放射線治療の成績

MR画像誘導によるリアルタイム腫瘍追跡放射線治（臓器別シンポジウム 14「画像誘導治療の今後について」

膵癌に対するonline adaptive体幹部定位放射線治療（シンポジウム1-3 高精度放射線治療の現状と今後の展開 臓器別シンポジウム　肝が
ん・膵臓がん）

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2020年

2020年

2020年

2020年

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第29回日本定位放射線治療学会（招待講演）

第49回京都放射線腫瘍研究会

井垣浩, 西岡史絵, 稲葉浩二, 逆井達也, 岡本裕之, 桑原潤一, 清水友理, 中山広樹, 阿部容久, 勝田昭一, 伊丹純

足立孝則，中村光宏，新谷尭，光吉隆真，柿野諒，坂本隆吏，小久保雅樹，松尾幸憲，溝脇尚志

足立孝則，中村光宏，新谷尭，光吉隆真，柿野諒，坂本隆吏，小久保雅樹，松尾幸憲，溝脇尚志.

木村智樹，今野伸樹，亀岡　翼，越智雅則，竹内有樹，高橋一平，西淵いくの，河原大輔，三木健太朗，斎藤明登，村上祐司，永田　靖

第119回日本医学物理学会

第33回日本高精度放射線外部照射部会学術大会（招待講演）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

膵癌に対する体幹部定位放射線治療（シンポジウム1　体幹部定位放射線治療のトピックス）

Dose-based radiomics特徴量を用いた肺SBRT後の放射線肺臓炎の予測: 後方視的多施設共同研究.

Dose-based radiomics特徴量を用いた肺SBRT後の放射線肺臓炎の予測: 後方視的多施設共同研究.

局所進行非小細胞肺癌に対するIMRTの現状

 １．発表者名

 ２．発表標題

 ２．発表標題



2020年

2020年

2021年

2020年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

AAPM2020（招待講演）

AAPM2020（招待講演）

2021 AAPM Virtual 63rd Annual Meeting,（国際学会）

AAPM 62th annual meeting (WEB)（国際学会）

Kakino R, Nakamura M, Mitsuyoshi T, Shintan T, Kokubo M, Negoro Y, Fushiki M, Ogura M, Itasaka S Yamauchi C, Otsu S,
Sakamoto T, Sakamoto M, Araki N, Hirashima H, Adachi T, Matsuo Y, Mizowaki T

Motoharu Sasaki, Hitoshi Ikushima, KOHBUCHI Satoshi, KUWAHARA Kenmei, KAJINO Akimi, SATOH Daisuke, Sugimoto Wataru and
Masataka Oita

Motoharu Sasaki, Hitoshi Ikushima, Kenta Kitagawa, Yohsuke Kanoh, Masahide Tominaga, Hirofumi Honda, Wataru Sugimoto and
Masataka Oita

Adachi T, Nakamura M, Shintani T, Mitsuyoshi T, Kakino R, Ogata T, Tanabe H, Ono T, Hirashima H, Sakamoto T, Kokubo M,
Matsuo Y, Mizowaki T.

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Prognostic Prediction for Lung Stereotactic Body Radiotherapy Using Breath-Hold CT-Based Radiomic Features with Random
Survival Forest: A Multi-Institutional Study.

Prediction of Dose Discrepancies Using Differences in Plan Normalization Values of Head-And-Neck VMAT Plans

Impact of Changes in Body Shapes on Radiation Therapy Dose Distribution After Uterine Cervical Cancer Surgery

Prediction of radiation pneumonitis after lung stereotactic body radiation therapy using dosiomics features: a retrospective
multi-institutional study.

 １．発表者名



2021年

2021年

2021年

2020年

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第12回日本放射線外科学会（招待講演）

第33回高精度放射線外部照射部会学術大会（招待講演）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

中村和正

 ２．発表標題

中村和正

中村和正

中村和正

第80回日本医学放射線学会総会　（招待講演）

第10 回 ちば 新世紀泌尿器科セミナー（招待講演）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

前立腺癌外部照射の現状と将来展望. シンポジウム１－４「高精度放射線治療の現状と今後の展開 臓器別シンポジウム　前立腺がん」日
本放射線腫瘍学会

「腎腫瘍の放射線治療」シンポジウム5. 泌尿器科腫瘍に対する放射線治療の新たな試み.

進行前立腺癌に対する外部照射：変革期の現状と今後

「前立腺がんに対する寡分割照射と現状と展望」（教育講演）

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2020年

2020年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

ESTRO 2020 annual meeting.（国際学会）

ESTRO 2020 annual meeting.（招待講演）（国際学会）

Yamamoto, N. Kadoya, H. Matsushita, R. Umezawa, K. Ito, Y. Ishikawa, and K. Jingu.

T. Yamamoto, N. Yuzuru, K. Yamada, M. Aoki, H. Onishi, K. Katsui, and K. Jingu.

Onishi H

Onishi H

HICARE/IAEA International Training Course on Advanced Radiation Therapy（招待講演）（国際学会）

The 7th Japan-Taiwan Radiation Oncology Symposium（招待講演）（国際学会）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Preliminary results of SRS for a lung tumor: a single-arm phase 2 study in a single institute.

Prevention of oncologic pulmonary death by control for pulmonary oligometastases treated with SBRT.

SBRT for  other diseases

Summary of PACFIC trial and its discussion points from the radiation oncology view

 １．発表者名

 ２．発表標題

 ２．発表標題



2019年

2019年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

The 7th Japan-Taiwan Radiation Oncology Symposium（招待講演）（国際学会）

The 7th Japan-Taiwan Radiation Oncology Symposium（国際学会）

2019 ASTRO Annual Meeting（国際学会）

2019 ASTRO Annual Meeting（国際学会）

Maehata Y, Satani K, Komiyama T, Marino K, Aoki S, Saito R, Takahashi H, Onishi H

Siva S, Staehler M, Correa RJM, Warner A, Ellis RJ, Gandhidasan S, Ponsky L, Kaplan I, Mahadevan A, Chu W, Swaminath A,
Onishi H, Teh BS, Lo SS, Muacevic

.Maehata Y, Komiyama T, Marino K, Aoki S, Satio R, Akita T, Yamada T, Muramatsu J, Saito M, Sano N, Onishi H

Onishi H

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Stereotactic Body Radiotherapy for Lymph Node Metastases

Stereotactic Body Radiotherapy for Large Primary Renal Cell Carcinoma: A Report from the International Radiosurgery Oncology
Consortium for Kidney (IROCK)

Stereotactic Body Radiotherapy for Lymph Node Oligometastases

ODAIBA-Declaration: Expand the role of SBRT toward  operable, palliative, and polymetastatic patients!」.

 １．発表者名



2019年

2019年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

日本放射線腫瘍学会 第32回学術大会

第53回 高知県放射線科医会総会・学術講演会（招待講演）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

大西洋

 ２．発表標題

青木真一, 大西洋, 小宮山貴史, 萬利乃寛, 齋藤亮, 前畠良康, 村松樹里亜, 松田正樹, 秋田知子, 齋藤正英, 吉澤和弥, 芦沢和成, 鈴木
秀和, 上田幸治, 佐野尚樹

前畠良康, 青木真一, 齋藤亮, 萬利乃寛, 小宮山貴史, 秋田知子, 松田正樹, 村松樹里亜, 齋藤正英, 佐野尚樹, 大西洋

松田正樹, 大西洋, 小宮山貴史, 萬利乃寛, 青木真一, 齋藤亮, 前畠良康, 秋田知子, 大栗実彦

日本放射線腫瘍学会 第32回学術大会

日本放射線腫瘍学会 第32回学術大会

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

体幹部定位照射によって拓かれた放射線治療の新世界－画像技術の発展と共に－

当科での子宮頸癌における腔内照射線量増加後の初期報告

当院における膀胱癌に対する根治的放射線治療

食道癌に対するinvolved fieldによる放射線療法の治療成績

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2019年

2018年

2018年

2018年

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第28回日本定位放射線治療学会

第35回京都がん研究会

大西洋

大西　洋

大西　洋

Onishi H

サイバーナイフ研究会第12回学術研究会

The Lung Cancer Consortium Singapore 2018（招待講演）（国際学会）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

免疫定位放射線治療が拓くall cancer stagesへの未来的治療の可能性

様々な体幹部病変に対する定位放射線治療

平成30年度診療報酬改定速報―新しい時間を迎える高精度放射線治療

Updates in SBRT

 １．発表者名

 ２．発表標題

 ２．発表標題



2018年

2018年

2018年

2017年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

The 6th Taiwan-Japan Radiation Oncology Symposium（招待講演）（国際学会）

UniSZA (Sultan Zainal Abidin) 大学医学部附属病院 講演会（招待講演）

第59回日本肺癌学会学術集会

第76回 日本医学放射線学会総会

Onishi H

大西　洋

萬利乃寛, 大西洋, 栗山健吾, 小宮山貴史, 青木真一, 松田正樹, 高橋弘, 佐谷健一郎

Onishi H

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Current status and future of radiation therapy: developing to be a main stream of cancer treatment

Immuno-radiotherapy：Synergisticpowerof abscopaleffectbyradiotherapyand immunotherapy

リンパ節転移に対するSBRTの成績

Immuno-radiotherapy: inseparable encounter like Sashimi and Wasabi

 １．発表者名



2017年

2016年

〔図書〕　計8件

2021年

2020年

500

456

金原出版

金原出版

 ２．出版社

 ２．出版社

特定非営利活動法人 日本肺癌学会

日本放射線腫瘍学会

 ４．発行年

 ４．発行年

 ５．総ページ数

 ５．総ページ数

 １．著者名

肺癌診療ガイドライン－悪性胸膜中皮腫・胸腺腫瘍含む－ 2020年版

放射線治療計画ガイドライン 2020年版

 ２．発表標題

 ３．書名

 ３．書名

 １．著者名

 ２．発表標題

第31回高精度放射線外部照射部会学術大会

3rd International SBRT Symposium & Workshop, 2016. 6.21-25, Singapore.（招待講演）（国際学会）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

秋田知子, 大西洋, 栗山健吾, 小宮山貴史, 萬利乃寛, 青木真一, 佐谷健一郎, 高橋弘

2.Onishi H
 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

腎盂・尿管癌の定位放射線治療

SBRT for various organs and its toxicity.



2019年

2018年

2018年

2018年

5,396

508

1015-1020

40-42

メジカルビュー社,

技術情報協会

金原出版

金原出版

 ２．出版社

 ２．出版社

 ２．出版社

 ２．出版社

齋藤　真、渡辺未歩、宇野　隆

松下晴雄

稲葉浩二、井垣浩、西岡史絵、岡本裕之、三浦悠記、逆井達也、柏原大朗、大熊加惠、村上直也、中山優
子、阿部容久、伊丹純

稲葉浩二、井垣浩、伊丹純
 １．著者名

 ４．発行年

 ４．発行年

 ４．発行年

 ４．発行年

 ５．総ページ数

 ５．総ページ数

 ５．総ページ数

 ５．総ページ数

 ３．書名

放射線療法：強度変調放射線療法(IMRT)，サイバーナイフ．市川智彦、鈴木啓悦編「前立腺がんのすべて
基礎から臨床まで」

がん治療で起こる副作用・合併症の治療法と薬剤開発４

臨床放射線63：2018年９月号　MR 画像誘導放射線治療の初期報告

膵・胆道癌FRONTIER 2018年4月号; 7(1) 期待される最新研究　MRIdian&reg;放射線治療システ

 ３．書名

 ３．書名

 ３．書名

 １．著者名

 １．著者名

 １．著者名



2017年

2017年

〔産業財産権〕

〔その他〕

６．研究組織

(11301)

腎細胞癌に対する定位放射線治療の第I/II相研究 (UMIN-CTR) 
https://upload.umin.ac.jp/cgi-open-bin/ctr/ctr.cgi?function=brows&action=brows&recptno=R000005008&type=summary&language=J 
 
多発病巣を有する肺癌患者における、Nivolumabと定位照射の併用療法に関する臨床第I相試験 
https://upload.umin.ac.jp/cgi-open-bin/ctr/ctr_view.cgi?recptno=R000027040

所属研究機関・部局・職
（機関番号）

氏名
（ローマ字氏名）
（研究者番号）

備考

研
究
分
担
者

神宮　啓一

(Jingu Keiichi)

(00451592)

東北大学・医学系研究科・教授

学研メディカル秀潤社

1336

1336
 ２．出版社

学研メディカル秀潤社
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